　会議資料２－１
熊本市の各選挙区の定数について

旧植木町及び旧城南町の区域の選挙区に関する合併特例条例が期限を迎えるので、旧植木町及び旧城南町が加わる熊本市北区及び熊本市南区等の定数を決める必要がある。
【課題】

１　旧植木町（29,887人）及び旧城南町（20,170人）を北区選挙区及び南区選挙区に含めた人口及び配当基数を基に、熊本市の各選挙区の定数を定める必要がある。
２　現条例定数は１６人であるが、地域間の均衡を考慮して、配当基数に照らし１８人から２人減とされている。

３　改正公職選挙法では、２以上の選挙区を設ければ、合区が可能である。合区により配当基数が変わるので、合区次第では定数の算定に影響が出る。

【考え方】

熊本市の５選挙区の合区の方法等が定まった後、各選挙区の定数を決定する。

	　
	平成23年12月の

現定数決定時
	平成27年4月一般選挙

	区　　名
	選挙区名
	人　口
	定  数
	人　 口
(※)
	配当基数

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	中央区
	中央区
	184,144
	4
	175,023
	4.719

	東区
	東区
	187,421
	4
	190,981
	5.149

	西区
	西区
	93,331
	2
	94,261
	2.541

	南区
	南区
	103,303
	3
(旧城南町分を含まず)
	125,574
(うち南区 105,404
旧城南町 20,170)
	3.386

	北区
	北区
	116,218
	3
(旧植木町分を含まず)
	148,635
(うち北区 118,748

旧植木町 29,887)
	4.007

	熊本市計
	　
	684,417
	16
	734,474
	19.802


・各区の人口(※)は、平成２４年４月の熊本県知事告示による。

・熊本市、旧城南町、旧植木町の人口は、平成２２年国勢調査による。
・下益城郡選挙区（旧城南町及び美里町）及び鹿本郡選挙区（旧植木町）に現在各定数１がある。
・配当基数＝人口÷議員１人あたりの人口（37,090人）
